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横
浜
市
の
人
口
は
、２
０
２
０（
令
和
２
）年
時
点
で
は
約
３
７
８
万
人

で
し
た
が
、２
０
２
５（
令
和
７
）年
に
は
約
３
７
７
万
人
、２
０
４
０（
令

和
22
）年
に
は
約
３
６
２
万
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

一方
で
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、２
０
４
０
年
に
か
け
て
増
加

し
続
け
、令
和
２
年
の
高
齢
化
率
25・１
％
が
、２
０
４
０
年
に
は
33・２
％

と
な
り
、３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
る
見
込
み
と
な
って
い
ま
す
。

高
齢
者
数
の
増
加
と
あ
い
ま
って「
高
齢
夫
婦
世
帯
」及
び「
高
齢
単

独
世
帯
」も
増
加
し
て
い
ま
す
。２
０
０
０（
平
成
12
）年
と
比
較
し
て
、

令
和
２
年
で
は
、高
齢
夫
婦
世
帯
は
約
１・９
倍
、高
齢
単
独
世
帯
は
約

２・６
倍
と
な
っ
て
お
り
、総
世
帯
に
占
め
る
高
齢
夫
婦
世
帯
と
高
齢
単

独
世
帯
は
、平
成
12
年
に
は
12・４
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、令
和
２
年

に
は
21・７
％
と
な
って
い
ま
す
。

横
浜
市
の
認
知
症
高
齢
者
数
は
、２
０
２
２（
令
和
４
）年
は
約
11・８

万
人
で
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
占
め
る
割
合
は
12・３
％
で
し
た
。令

和
４
年
か
ら
の
18
年
間
で
約
１・５
倍
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、２
０
４
０
年
に
は
約
17・９
万
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。高
齢
者
に

占
め
る
割
合
は
14・９
％
ま
で
増
加
し
、高
齢
者
の
６・７
人
に
１
人
が
認

知
症
高
齢
者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。（
な
お
、軽
度
認
知
障
害

（
M
C
I
）も
含
め
る
と
２
０
４
０
年
に
は
約
36・７
万
人
、高
齢
者
に
占

め
る
割
合
は
30・５
%（
高
齢
者
の
３
人
に
１
人
程
度
）に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。）要
支
援・要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
認
定
者
数
は
、令

和
２
年
で
17
万
人
を
超
え
て
お
り
、高
齢
者
数
の
増
加
に
伴
い
、今
後
も

増
加
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

高齢者人口
【出典】よこはまポジティブエイジング計画

高齢夫婦世帯と高齢単独世帯
【出典】よこはまポジティブエイジング計画

要支援・要介護認定者の状況
【出典】よこはまポジティブエイジング計画
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市
民
生
活
の
豊
か
な
選
択
肢

横
浜
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
意
識
に
つ
い
て
は
、
横
浜
市
高
齢
者

実
態
調
査
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
に
実
施
さ
れ
た
調
査
結
果
に
よ
れ

ば
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
一
般
の
う
ち
、
仕
事
を
し
て
い
な
い
人
は

66
・
３
％
。
横
浜
で
暮
ら
す
多
く
の
高
齢
者
が
就
労
先
で
の
再
就
職

も
終
え
、
自
宅
や
そ
の
周
辺
で
過
ご
し
て
い
る
様
子
が
推
察
で
き
ま

す
。
退
職
し
た
と
は
い
え
、
引
き
続
き
働
き
続
け
た
い
、
働
き
続
け

ら
れ
る
う
ち
は
い
つ
で
も
働
き
た
い
と
思
う
高
齢
者
の
割
合
は
42
・

７
％
で
す
。

勤
務
先
を
離
れ
、
自
宅
周
辺
で
過
ご
し
て
い
る
高
齢
者
の
様
子

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
自
治
会
町
内
会
（
16
・
１
％
）
や
健
康
体
操

（
14
・
5
％
）
な
ど
の
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
る
高
齢
者
が
い
る

一
方
で
、
こ
の
種
の
活
動
に
全
く
参
加
し
て
い
な
い
高
齢
者
は
57
・

７
％
。
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
度
の
調
査
結
果
30
・
３
％
以
降
、

平
成
28
年
度
に
は
42
・
８
％
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
度
に
は

38
・
８
％
と
増
加
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の

参
加
に
躊
躇
し
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
調
査
で
は
、
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た

き
っ
か
け
に
つ
い
て
も
質
問
し
て
い
ま
す
。
健
康
で
い
た
い
（
34
・

５
％
）
に
つ
い
で
、
地
域
や
社
会
貢
献
を
理
由
に
あ
げ
て
い
る
高
齢

者
は
26
・
２
％
い
ま
し
た
。

長
寿
な
ま
ち
の
文
脈
で
は
、
市
内
の
各
所
で
長
寿
な
デ
ー
タ
が

出
て
い
ま
す
。
全
国
市
町
村
の
高
齢
者
の
平
均
寿
命
を
示
し
た
厚
生

労
働
省
の
令
和
２
年
市
町
村
別
生
命
表
に
よ
れ
ば
、
男
性
で
は
２
位

に
青
葉
区
、
８
位
に
都
筑
区
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
金
沢
区
（
28
位
）
、
港
北
区
（
30
位
）
、
栄
区
（
42
位
）
、
戸

塚
区
（
50
位
）
と
、
市
内
の
６
区
が
上
位
に
入
り
ま
し
た
。
女
性
で

は
、
青
葉
区
が
13
位
、
都
筑
区
が
16
位
と
な
る
な
ど
、
横
浜
で
暮
ら

す
高
齢
者
の
長
寿
な
様
子
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
の
高
齢
者
が
長
寿
で
あ
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
横
浜
市
民

の
健
康
意
識
の
高
さ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
 

横
浜
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
意
識

(2)

暮らしの保健室が秘める可能性
　都筑区川和町駅から徒歩８分ほどの距離にある川和団地。高
齢者が増え続けているこの団地では、毎月１度、高齢者やこど
もたちが集まる保健室が開かれています。名付けて、「多世代
交流サロン・暮らしの保健室だんちらんたん」。同団地に暮ら
す訪問看護師（佐藤智子氏）が、ランタンのように住民の心を
優しく照らす場を作りたいと思い、名づけた事業で、現在は自
治会の活動の一つになっています。
　佐藤氏が７年前に都筑区の地域づくり大学校を受講したこと

がきっかけになり、自治会町内会に暮らしの保健室の開設を提
案、以後開催回数70回を数える息の長い活動になっています。
住民がふらっと立ち寄り、身近な健康問題や暮らしの困りごと
を住民同士で話し合える。時には看護師に相談することもで
き、必要な時には地域ケアプラザや区役所に繋ぐ役割にもなっ
ています。高齢化が進む団地の一つの解が暮らしの保健室かも
しれません。

だんちらんたん 川和団地の様子
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２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
の
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査

に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
代
の
９
割
以
上
が
、
横
浜
に
住
み
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
の
「
治
安
が
良
い
（
約
27
％
）
」
、

「
防
災
面
で
安
心
（
約
13
％
）
」
は
、
い
ず
れ
も
全
体
平
均
を
上
回

り
、
65
歳
以
上
の
市
民
が
横
浜
で
の
暮
ら
し
に
安
心
・
安
全
を
実
感

し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
横
浜
の
魅
力
に
つ

い
て
「
国
際
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
（
約
24
％
）
」
と
回
答
す
る
方
が

多
い
点
も
、
こ
の
世
代
の
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

隣
近
所
と
の
関
係
性
に
つい
て
は
、「
顔
も
良
く
知
ら
な
い
」が
約
７
％

と
す
べ
て
の
世
代
で
最
も
低
く
、ま
た
、「
た
ま
に
立
ち
話
を
す
る
」と
回

答
し
た
方
は
約
35
％
と
全
て
の
世
代
の
中
で
最
も
高
く
な
る
な
ど
、近

隣
住
民
と
の
近
し
い
距
離
感
が
調
査
結
果
に
表
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
で
暮
ら
す
高
齢
者
に
は
、健
康
づ
く
り
や
就
労・就
業
、地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、生
涯
学
習
な
ど
、豊
か
な
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、定
年
退
職
を
迎
え
た
高
齢
者
が
何
を
し
た
い
か
考
え
る
際

に
は
、各
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、近
所
で
募
集
さ
れ
て
い

る
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。自
宅
か
ら
近
い
距
離
に
あ
る
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
も
、そ
の
地
域
に

し
か
な
い
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
、参
加
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。現
役
時
代
に
は
あ
ま
り
知
る
機
会
の
な
か
っ
た
地
元
の
歴
史
や
魅

力
は
、地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
や
各
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
講
座
や
活

動
な
ど
に
参
加
し
、深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
に

は
調
理
室
も
備
え
ら
れ
て
お
り
、料
理
教
室
等
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、日
本
語
を
学
び
た
い
外
国
人
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
こ
ど
も

た
ち
に
、日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り
ま
す
。そ
の
ほ

か
、健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
思
え
ば
、地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
や
健
康
体
操
へ
の
参
加
の
み
な
ら
ず
、元
気

づ
く
り
ス
テ
ー
シ
ョン
の
取
組
も
あ
り
ま
す
。引
き
続
き
の
就
労
や
就
業

を
希
望
す
る
際
に
は
、横
浜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
居
住
区
で

働
け
る
就
職
先
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

　

 
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査

(3)

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
３
月
に
策
定
し
た
「
よ
こ
は
ま
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
エ
イ
ジ
ン
グ
計
画
～
歳
を
重
ね
て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
～
（
第
９
期 

横
浜
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
・
認
知
症
施
策
推
進
計
画
）
」
で
は
、
心
身
の

状
態
が
変
化
し
た
と
し
て
も
、
地
域
の
助
け
合
い
や
専
門
職
に
よ
る

ケ
ア
に
よ
り
、
高
齢
者
が
自
ら
の
意
思
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
「
生
活
の
質（
Ｑｕａ
ｌ
ｉ
ｔｙ 

Ｏ
ｆ 

Ｌ
ｉ
ｆｅ
）の

向
上
」
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

概
ね
中
学
校
区
域
に
１
館
、
身
近
な
福
祉
・
保
健
の
拠
点
と
し

て
整
備
し
た
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
は
、
横
浜
独
自
の
施
設
で
あ
り
、
２

０
２
４
（
令
和
６
）
年
７
月
１
日
現
在
、
市
内
に
１
４
６
か
所
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
体
操
教
室
や
食
事
会
、
健
康
講
座
な
ど
の
福
祉
や

保
健
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
加
え
、
専
門

員
に
よ
る
相
談
対
応
や
高
齢
者
の
生
活
支
援
、
居
宅
介
護
支
援
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
）
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

 

横
浜
で
暮
ら
す
高
齢
者
の「
豊
か
な
選
択
肢
」

(4)

事務補助業務（横浜市シルバー人材センター）スーパー内軽作業（横浜市シルバー人材センター）

　

 

高
齢
者
を
支
え
る
横
浜
市
の
事
業
・
取
組

(5)

敬老特別乗車証（敬老パス）
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市
民
生
活
の
豊
か
な
選
択
肢

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
取
組
と
し
て
は
敬
老
特
別
乗

車
証
（
敬
老
パ
ス
）
や
濱
と
も
カ
ー
ド
（
高
齢
者
の
た
め
の
優
待
施

設
の
利
用
促
進
事
業
）
が
あ
り
、
高
齢
者
の
外
出
を
促
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
お
で
か
け
交
通
事
業
で
は
、
交
通
事
業
者
が
運
行
す

る
「
路
線
定
期
運
行
」
や
「
デ
マ
ン
ド
型
運
行
」
の
ほ
か
、
地
域
の

支
え
合
い
に
よ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
」
や
施
設
の
送
迎
車
両
を

活
用
し
た
「
地
域
貢
献
送
迎
バ
ス
」
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

地
域
公
共
交
通
の
導
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
住
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
民
間

事
業
者
と
横
浜
市
が
協
働
し
て
生
活
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
掃
除
や
配
食
、
草
む
し
り
、
電
球
交
換
、
買
い
物
代

行
・
同
行
な
ど
、
高
齢
者
の
日
常
の
困
り
ご
と
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ボランティアバス（緑区「山下地区ささえあいバス」）

高
齢
者
の
地
域
活
動
や
社
会
活
動
を
後
押
し
す
る
取
組
も
様
々

で
す
。

よ
こ
は
ま
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
は
、
高
齢
者
が
、

介
護
施
設
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、
病
院
、
子
育
て
支
援
拠
点
等
で
事

業
の
手
伝
い
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
補
助
な
ど
の
活
動
を
行

う
と
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
寄
附
・

換
金
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

地域美化ボランティア（横浜市シルバー人材センター）

ちょこっとサポート（横浜市シルバー人材センター）

地域みんなでゆるやかな見守り
　戸塚区地域ネットワーク見守り事業「みまもりネット」は、地域の
方や民間事業者（見守り協力事業者）などが、「ちょっと気がかり」な
高齢の方などに気づいたら、地域ケアプラザや区役所へ連絡し、相
談や支援につなげる仕組みです。
　みまもりネットでは、高齢の方などの自宅へ定期的に訪問してい
る事業者（新聞販売店や郵便局、水道検針事業者、宅配事業者な
ど）や、高齢の方などがよく立ち寄り顔なじみがいる事業者（コンビ
ニエンスストアや美容室、理容店、クリーニング店、管工事事業者、
宅地建物取引業者など）の皆さまに「見守り協力事業者」として登
録していただき、普段の仕事の中で高齢の方などをゆるやかに見
守っていただいています。 みまもりネットパンフレット
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高
齢
者
と
地
域
団
体
、
企
業
の
活
動
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
高
齢

者
が
多
様
な
選
択
肢
の
中
か
ら
、
自
分
の
関
心
事
や
体
力
、
事
情
に

応
じ
て
自
由
に
選
択
し
た
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
シ
ニ
ア
×
生
き
が

い
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ
た
高
齢
者
が
、
中
高
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
援

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、

青
少
年
の
支
援
に
取
り
組
む
事
例
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

政
策
15
「
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
」
に
お
い

て
、
政
策
の
目
標
と
し
て
「
個
々
の
健
康
状
態
や
関
心
に
応
じ
て
参

加
で
き
る
場
や
知
識
・
経
験
を
生
か
し
て
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備

を
進
め
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
役
割
を
持
ち
、
つ
な

が
り
支
え
あ
う
地
域
の
実
現
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

政
策
16
「
在
宅
医
療
や
介
護
の
推
進
」
で
は
、
「
医
療
、
介
護
、

保
健
・
福
祉
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
人
生
の
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
、

地
域
で
最
後
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

政
策
10
の
「
地
域
の
支
え
あ
い
の
推
進
」
で
は
、
政
策
目
標
と

し
て
、
地
域
住
民
が
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
地
域
で
つ
な
が
る
機
会
が
広
が
る
様
子
や
、
地
域
福
祉
保
健
計

画
の
推
進
に
よ
り
、
多
様
性
の
理
解
や
身
近
な
地
域
の
支
え
あ
い
の

仕
組
み
づ
く
り
が
進
む
様
子
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
９
月
に
行
っ
た
同
計
画
の
中
間
振
り

返
り
で
は
、
政
策
16
の
在
宅
看
取
り
率
が
34
・
１
％
と
早
く
も
目
標

値
の
32
・
４
％
を
達
成
し
、
令
和
７
年
に
実
施
し
た
第
三
期
振
り
返

り
で
は
数
値
を
更
に
伸
ば
し
ま
し
た
（
34
・
4
％
）
。
政
策
10
の
地

域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
等
に
よ
る
地
域
福
祉
団
体
・
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
数
も
第
三
期
振
り
返
り
で
年
間
8
5
3
件
と
、
目
標
値
の
8
0
0

件
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
、
い
ず
れ
の
指
標
も
目
標
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

横
浜
市
で
は
、
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
日
常

生
活
圏
域
で
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
て
い
ま
す
。
住
ま
い
を
中
心
に
、
介
護
、
医
療
、
生
活
支

援
・
介
護
予
防
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
日
常
生
活
圏
域
の
レ
ベ
ル
で
政
策
や
施

策
を
構
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
概
ね
中
学
校
区
（
人
口
規
模
２

～
３
万
人
）
程
度
の
日
常
生
活
圏
域
の
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
を
中
心
に
、

高
齢
者
支
援
の
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
事
業
の
う
ち
、
敬
老
パ
ス
や
地
域
交

通
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
買
い
物
や
趣
味
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の

参
加
な
ど
、
高
齢
者
が
行
き
た
い
場
所
へ
の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

も
の
で
あ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

同
じ
文
脈
か
ら
、
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
貢
献
活
動

を
支
援
す
る
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
、
シ
ニ
ア
×
生
き
が

い
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
な
ど
へ
の
参
加
も
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
に
プ
ラ
ス
に
作
用
し
ま
す
。

高
齢
者
の
在
宅
生
活
の
支
援
と
し
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
て
、
民
間
事
業
者
と
横
浜
市
が
協
働
し
て
「
生
活
あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
在
宅
高
齢
者
の
毎
日
の
生
活
を

支
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
自
治
会
町
内
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

の
活
動
の
ほ
か
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
企
画
開
催
さ
れ
て
い
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
、
住
民
発
意
の
取
組
に
は
暮
ら
し
の
保
健
室
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
、
大
学
生
に
よ
る
ス
マ
ホ
講
座
な
ど
も
あ
り
、
多
世
代

交
流
や
継
続
性
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま

す
。自

分
が
住
み
慣
れ
た
地
域
、
地
元
で
の
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
重
層
的
な
高
齢
者
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

 

中
期
計
画
の
位
置
づ
け
・
振
り
返
り

(６)

　

 

高
齢
者
が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

(７)

シニア×⽣きがいマッチング事業
シニア×⽣きがいマッチング事業について
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神奈川大学サッカー部と高齢者の交流
　緑区にある竹山団地は昭和４０年代に建設され、約6000人の住
民が暮らす団地であり、高齢化率は45％を超えています。
　このような中、神奈川県住宅供給公社の賃貸住宅の上層階に、
神奈川大学サッカー部の学生が2020（令和２）年５月から入居して
います。約60名の学生たちは団地で生活するだけでなく、竹山連
合自治会と連携しながら、落ち葉清掃、小学生向け学習支援、防災
訓練、花火大会、高齢者向けスマホ相談、消防団活動など、団地の
活性化や課題解決に取り組んでいます。
　さらに、団地内の商店街空き店舗に整備した多世代交流拠点「竹
山セントラル」での健康体操教室や、サッカー部食堂「竹山キッチ

ン」を活用したカフェなど、地域の憩いの場づくりの運営にも携わっ
ています。健康体操教室は専門家監修のプログラムに基づき実施
され、毎回約30名の高齢者が参加する盛況ぶりで、科学的な効果
の検証も始まっています。
　こうした地域活動から生まれる交流は、学生にとって人間的な成
長の機会となり、個々の能力向上やサッカー部の戦績にも好影響
を与える相乗効果が生まれています。また、学生たちの姿に触れた
ことでファンとなり、試合の応援に足を運ぶなど”推し活”を楽しむ
住民も増えています。

Jリーグクラブ加入内定の学生と地域の方々 学生による健康体操教室


